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多摩都市モノレール株式会社 

多摩都市モノレール（株）第 30期（平成 27年度）決算概要 

１ 乗車人員・運輸収入・営業収益は、過去最高を更新

  第 30期は、大型商業施設の開業をはじめとする沿線開発の進展に加え、恒例となったイ

ベント列車やウォーキングイベントによる増客の取組などにより、定期外の乗車人員が前

期比 10.0 %増、定期の乗車人員が前期比 3.6%増となり、全体としての一日平均乗車人員は

前期比 6.3%増の 13万 7,972人となりました。これに伴い運輸収入は前期比 6.8%増の 82億

18百万円となりました。

また、運輸雑収については、乗車人員の大幅増に伴い店舗事業収入や自動販売機収入が

増加したほか、沿線開発に伴う広告需要を的確に取り込んだことなどにより、前期比 8.1%

増の 2億 33百万円となりました。この結果、運輸収入に運輸雑収を加えた営業収益は、前

期比 6.8%増の 84億 52百万円となり、乗車人員、運輸収入、営業収益のいずれも過去最高

を更新しました。

年 度 一日平均乗車人員 運輸収入 営業収益

平成 23年度 122,663人 ( 1.6%) 73億 85百万円 ( 1.8%) 75億 76百万円 ( 2.1%)

平成 24年度 125,970人 (2.7%) 75億 60百万円 (2.4%) 77億 62百万円 (2.4%) 

平成 25年度 129,473人 (2.8%) 77億 29百万円 (2.2%) 79億 41百万円 (2.3%) 

平成 26年度 129,820人 (0.3%) 76億 96百万円 ( 0.4%) 79億 12百万円 ( 0.4%)

平成 27年度 137,972人 (6.3%) 82億 18百万円 (6.8%) 84億 52百万円 (6.8%) 
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２ 営業利益・経常利益・当期純利益を引き続き確保

第 30期は、経年化に伴う施設・設備の大規模更新や修繕を着実に進めるとともに、組

織体制の強化や大型商業施設の開業に伴う多客化対応などに取り組み、これらに要する経

費増がありましたが、営業収益の伸びに支えられ、営業利益は、前期比 50.3％増の 16億 3

百万円となりました。また、立飛駅の改修に伴う特別利益 4億 65百万円を計上したこと

などにより、当期純利益は、前期比 186.0%増の 11億 60百万円となりました。

この結果、引き続き営業利益・経常利益・当期純利益を確保しております。

年 度 営業利益 経常利益 当期純利益

平成 23年度 11億 56百万円 7億 00百万円 7億 96百万円

平成 24年度 9億 80百万円 5億 69百万円 5億 48百万円

平成 25年度 14億 16百万円 10億 30百万円 8億 92百万円

平成 26年度 10億 66百万円 7億 57百万円 4億 05百万円

平成 27年度 16億 3百万円 13億 85百万円 11億 60百万円
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【問合せ先】 

多摩都市モノレール株式会社 

電 話 042-526-7800



(1)収支の状況 (2)資産・負債の状況

(主要増減内訳) (主要増減内訳)

○営業収益 ○流動資産

運輸収入の増 522 （沿線商業施設開業に伴う乗車人員増等） 現金・預金の増 400

運輸雑収の増 17 （店舗事業及び広告事業の収入増等） その他の減 ▲ 1,547 （有価証券の減等）

○営業費 ○流動・固定負債

運送費の増 122 （駅施設改良及び多客化対応に伴う経費増等） 借入金の返済 ▲ 2,379

減価償却費の減 ▲ 144 （償却終了による減等）

○営業外費用

支払利息の減 ▲   51 (注)単位未満を切り捨てにしているため、合計及び増減は一致しないことがある。
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